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熊本の農業･農村を支える 
水土里ネット 
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「くまもとの水土里ネット」ポスター 
水土里ネット熊本は、技術者集団という枠に留まら

ず、地域の豊かな水・土・里を未来に繋げ、より良い農
業・農村の在り方を熊本から全国に発信しています。 

そのため、職員一人ひとりが自主性・自立性のもと、
会員あっての組織であることを自覚し、土地改良事業の
プロフェッショナルとしてのプライドを持ち、最新鋭の
ツールを用いた効率的な業務推進と、人（財）育成に努
めています。 

全国各地で震災や水害等、大規模な自然災害が多発し
ておりますが、このような困難な時代においても、私達
はその歩みを止めず、農業の収益性向上・競争力強化並
びに防災・減災・国土強靭化を目指した「産業政策」と
農村の地域資源の保全・活用や地域社会の維持・活性化
を目指した「地域政策」を支援し、熊本県の農業・農村
の政策実現に大きく貢献して参ります。 

地域 
政策 

その 
他 

農業・農村の多面的機能を次世 
代に繋ぐ地域や土地改良区の活 
動を支援                Ｐ9 
 

土地改良区の運営基盤の強化、 
県内及び全国へ水土里ネットの 
役割を PR する活動           Ｐ11 
 

基盤整備事業による波及効果の 
発揮を見据えた基礎的支援        Ｐ1 
 
国の重点施策への対応           
 良き流れを未来へ           Ｐ3 
 
農業 利施設の維持管理・ 寿 
命化に関する技術的支援         Ｐ5 
 
災害への備えと防災重点ため池 
対策への支援              Ｐ7 
 

産業 
政策 

自信と誇り 
を持つ 

 

人財育成 
に努める 

 

業務効率化 
を図り 

 

 

 

01 
 

02 
 

03 
 

04 
 

会務遂行スローガン 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 

1  H24 年度 活動が地域、熊本、日本、地球に寄与  
2  H25 年度 多面的機能の発揮 
3  H26 年度 地下水と土の保全 
4  H27 年度 強い農業と活力ある農村 
5  H28 年度 災害に負けない農業・農村 
6  H29 年度 笑顔あふれる農業・農村 
7  H30 年度 平成で果たした役割と新たな時代への展望 
8  R 1 年度 農村の美しさを影で支える水土里ネット 
9  R 2 年度 どんな時代でも立ち上がれる 

10  R 3 年度 田んぼのチカラが地域を守る大きなチカラに 
11  R 4 年度 みどりのチカラ、みんなにトドケ。 
12  R 5 年度 農業の美しさを味わう 
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自主性 
自立性 
のもと 

8 9 10 11 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基盤整備事業   波及効果 発揮 見据  基礎的支援 
産 業 政 策 

将来を見据えた基盤整備事業との関わりが 

農業・農村を元気に 

基盤整備事業との関わり 
水土里ネット熊本と 

地区を学ぶ 

将来を想い描く 

未来を形にする 

守

産 業 政 策 

2 

724時間

(事業前)

342時間

(事業後)

労働時間(水稲)の削減

13.2％
(事業前)

59.1%
(事業後)

農地集積率の向上

 

倍 

4.4 

基盤整備事業による 

優良事例【菊池市（佐野地区）】 

約 5 割削減 

熊本の基幹産業である農業。農業が産業として有り続けるため

には、担い手の育成、高収益作物の導入、効率的な営農の展開を実

現する基盤整備事業の計画的な実施、更にはその機能を 寿命化

する取り組みが不可欠です。 

水土里ネット熊本は、これまで、県内各地域の基盤整備事業

に事業構想段階から計画し、調査、測量、設計、換地などのあ

らゆる分野に携わってきました。そして、事業完了後も地元に

寄り添い、施設の 寿命化に向けた維持管理を 援するなど、

基盤整備事業に多角的かつ深く関わり続けてきました。 

基盤整備事業への 期にわたる関わりは、農産物の 産性や

品質の向上に限らず、担い手の育成や農地利用集積の向上、収益

性の高い作物の導入を実現しています。 

また、基盤整備の効果は直接的な効果に留まることなく、新

たな雇用創出や地産地消など波及的な広がりをみせ、県内各地

の農業・農村を元気にしています。 

水土里ネット熊本は、農村地域における将来の波及効果の発

揮を見据え、県内各地の基盤整備事業を下支えしています。 

1 

大型機械の共同利用 

水土里ネット熊本は、これまでも、 

そしてこれからも、熊本の農業を支える基盤整備事業の一番の理解者であり続けます。 

そのことが熊本県の未来の農業を支えていく力になると信じています。 

一番の理解者であり続けることが 

未来の農業の力に 

基盤整備事業の 

鍋倉地区 

 

39百万円
(事業前)

66百万円
(事業後)

収益拡大の見込

 
 

倍 

1.7 

菊池佐野地区の成功を受け、隣接する農地の整備

を行い、水田ごぼうの生産を中心に更なる収益増加

を目指している。 

（県営中山間地域総合整備事業） 

基盤整備後に法人を立ち上げ、農地集積
や大型機械の導入を行い、農地汎用化に併
せ作業効率の向上を実現。 

 

いざ、進出！ 

2023 年は、ブランド

栗「さのまろん」を東

京キャピタルホテル

東急へ120kg 出荷。 

１    ＳＮＳを活用したクラウドファンディング（web サイト） 

２３４ 佐野地区×大学生による営農支援活動と地域交流会 

1 農事組合法人「菊池佐野」のアイコン        

2 佐野地区で生産される水田ごぼう 

3 見事再生した佐野の「栗」 

基盤整備が生み出す 

収 益 
Ｕ Ｐ 

佐 野 
× 

熊 大 
 

地 域 
to 

大学生 

 

1 

佐野地区ブランド栗 

「さのまろん」 

新 た な 
拠 点 

 
 

 

域
と 

学 

の
活 

動
で
代
表
さ
れ
る

 

ク
ラ
ウ
ド
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ン
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ン
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に
よ
る
地
域
活
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化
プ
ロ
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ト 
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が
主
体
と
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て

取
組
み
を
始
め 

 

標 

額
を
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万
円
に
設
定

し 

Ｓ
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を
通
じ
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地
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の
魅 

発
信
や 

地
域

農
産
物
を
返
礼
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と
す
る

こ
と
で
こ
の
応
援
資 

を

活
動
費
と
し
て
企
て
て
い

ま
す 

 

地

返礼品 

「佐野米」 

鍋倉地区の水田ごぼう スナップエンドウの実り 農地を管理する受益者 

熊本地震の被災を受け

て、佐野地域と関わるようになった熊本大学 

生ボランティアサークルの「D-SEVEN」。農業従事者が

減少する中、営農支援を通じて同法人のスローガンでもあ

る“農を楽しむ“を体現している。 SNS 

2 

3 

4 

1 2 

3 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

水土里ネット熊本の取り組み 農地のマッチングに向けた調査 

Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
代
表
さ
れ
る
半
導
体
関 

連
企
業
の
進
出
表
明
以
降 

周
辺

農
地
の
売
却
が
加
速
し 

農
地
の
減
少

や
農
地
賃
借
契
約
の
解
除
が
発 

し
て

お
り 

利 

可
能
な
代
替
農
地
の
確
保

が
課
題
と
な 

て
い
ま
す 
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つ
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に
バ

 

ク
ア 

プ
し
て
参
り
ま
す 

 

 Ｔ 

TSMC 
× 

熊本県 

取組みⅠ 取組みⅡ

取組みⅢ 取組みⅣ

農地の状況把握と GIS による管理 農地情報の共有とマッチング 

耕作放棄地の再生 水資源の確保 

農地ごとの状況調査や潜在する遊休農地の提案を行い、GIS を 
活用してマップ化。 

関係市町村の相談窓口における、GIS データの利活用による 
耕作者の営農継続向けた取組みを支援。 

遊休農地の調査結果や、水土里ネット熊本の経験を基にした効
果的な農地再生に向けた整備の提案。 

白川中流域における水源涵養について、引き続き協力するとと
もに多面的支払制度を活用した更なる取組みの拡大に向け、関
係機関と連携を強化。 

国 重点施策  対応 良 流  未来   

農地の集積・集約化は営農の効率化を促し、稼げる農業の実現、

ひいては持続可能な地域農業を展開する手段として、県内各地で

取り組まれています。 

水土里ネット熊本は、国や県の重点施策に対応するため、基盤

整備事業の実施地区を始めとする県内優良農地において、熊本県

と一体となって事業着手前から着手後まで、換地業務・土地利用

調整指導業務や農地情報整理など様々な営農継続に対する総合

的な支援を行っています。 

そのため、令和５年４月に施行された地域計画（人・農地プラ

ン）の策定につきましても、これら実施地区における集積計画と

共に、事業の進捗や地域の課題に応じた計画の見直しなど、市町

村や地域のニーズに応じた提案を可能としています。 

特に、TSMC に代表される半導体企業の進出により、周辺農地

への影響が懸念されています。水土里ネット熊本は、均衡ある産

業振興のための秩序ある土地利用の実現に向け、農業基盤や水資

源、土地改良施設など適正に管理することで、この「良き流れ」

を確実に未来へ繋ぎ、ひいては県下全域の地域営農の底上げに大

きく貢献して参ります。 

 

基盤整備事業を契機とした 

農地利用の 
プロフェッショナルとして 

3 4 

産 業 政 策 

「農地利用集積」を図る多彩なメニューと強固な連携で各地区を支援 

換地処分 相続調査 

  換地業務   

水土里ネット熊本 

農地利用集積実務者 

九州農政局 熊 本 県 

強固な連携体制 

ＪＡ 担い手 市町村 土地改良区 
 

  土地利用調整指導業務    

換地に関する 
疑問や問題を解決 

集積に関する 
疑問や問題を解決 

水土里ネット熊本は、地元に寄り添い、意欲ある担い手への農地利用集積を支援する
ことで、『稼げる農業』を加速化し、「未来に夢を持てる力強い農業」の実現に大きく貢
献して参ります。 

産 業 政 策 

換地業務及び土地利用

調整指導業務に取り組

む県営実施地区分布図 

継続地区：43 地区 
完了地区：41 地区 
※地区数は H21 より算定 
※県内における中山間総合整備事業及び団体営事業以外の

県営実施地区においては、集積に伴う重点指定地区を全
てカバー。 

 九
州
新
幹
線 

国
道
３
号
線 

Ｊ
Ｒ 

鹿
児
島
本
線 

八
代
海 

亀松 
豊川 
北部 

西下郷 

豊福南部 

耕地 
出村・ 
宇土割 

浅川 

南豊崎 

○ 
宇城市役所 

「宇城地区国営緊急農地再編整備事業」は令和 2 年度に全 8 換

地区が事業採択され、今年度は「豊川北部換地区」「豊福南部換地

区」において、地元の声を最大限に生かした「換地計画原案」を

作成中です。また、「南豊崎換地区」「浅川換地区」の工事が完了

し新たにできたほ場で作付けが行われたことで、ほ場整備に対す

る地元の期待値もこれまで以上に高まっています。 

水土里ネット熊本は、換地のプロフェッショナルとして、これ

からも地元に寄り添いながら、熊本県の 

農業生産拠点となる国営宇城地区を全力で 

サポートして参ります。 

農地利用集積の検討状況（豊福南部換地区） 

  国営宇城地区   

：換地原案作成済地区 

：R5 年度換地原案作成中の地区 
：R6 年度以降換地原案作成地区 

県内２例目となる同事業を実施する大津町の矢護川地区（23.0ha） 

換地委員委嘱状交付式の様子 
（金田 津町 より委嘱状を 交） 

約 7 割の整備率を誇る熊本県におい
ても、続々と新規や再整備地区の要望が
あがっています。 

水土里ネット熊本は、地元からいただ
いた声を大切にし、事業完了を終点では
なく新たな出発点として捉え、地域を全
力でサポートして参ります。 
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農業水利施設 維持管理 ⾧寿命化 関  技術的支援 

農業水利施設は、食料の安定供給を支える基幹施設であ

るとともに、洪水防止、水質浄化、防火用水などの多面的機

能を有し、地域にとっても重要な社会資本となっています。 

しかし、県内の多くの施設は造成から い年 が経過し

ており、特に排水機場では、『168』箇所のうち約 7 割に当

たる『114』箇所で耐用年数 20 年を超過(うち 80 箇所にお

いては 30 年以上が経過)し、突発事故等による湛水被害も

危惧されるため計画的な施設更新が急務となっています。 

水土里ネット熊本は、施設の更新整備が実施されるまで

の間、これらの施設が、突発的な災害に耐え、必要な機能が

適正かつ安定的に発揮されるよう、施設の診断・管理指導、

整備補修、点検、技術者派遣等、幅広い技術的支援を行って

います。 

農業水利施設の 

オールラウンダーとして 

熊本県内排水機場箇所数と経過年数の 
関係及び整備状況［R6.1 時点］ 

※提供：熊本県  
［単位：箇所］ 

更新済 
［29］ 

標準耐用
年数内 
［25］ 

経過年数 
40 年以上 

［31］ 

経過年数 
30 40 年未満 

［49］ 
 

経過年数 
20 年未満 

［54］ 

経過年数 
20 30 年未満 

［34］ 
 

うち 
整備中［20］ 
未整備［94］ 

168 
施設 

適切な稼働施設 
［54］ 

5 6 

産 業 政 策 産 業 政 策 

防 ぐ 
点検【排水機場等管理業務】 

施設の適切な点検が不具合の早期発見に繋がり、施設の機能保持

及び事故発生リスクを低減。また、突発事故対応のための技術者派

遣による事故発生時の被害拡大を防止。 

突発事故発生 
リスクの低減 

事故発生時の 
被害拡大防止 

施設機能の保持 
ね
ら
い 

導 く  

本会の管理専門指導員が施設の診断を

実施。施設状況や管理方法について助

言・管理指導を行う。 

施設管理者に対し、操作運転、点検・整

備、機能保全及び災害・事故リスク管理・

監視等の現地指導等を実施。 

ね
ら
い 

指導 診断 

補 う 
整備補修【土地改良施設維持管理適正化事業】 

施設の定期的な整備補修を

実施。施設管理者の管理意識高

揚、施設の機能保持と 寿命化

を図る。 

ね
ら
い 

整備前 整備後 

53

51
42

48 55 53 59
44 50 56 56
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

排水機場等管理業務による技術者派遣対応件数の推移 

派遣件数 
 点検施設数 

これまでの、水土里ネット熊本による「導く」、「防ぐ」、「補う」の取り組みが、県内各地の農業水利施設の機能を

適切に維持・保全し、農業用水の安定供給に繋がっています。令和 2 年 7 月豪雨災害をはじめ、近年、大規模災害が

多発していますが、これらの取り組みを通じて施設管理者の育成が図られていることで、緊急的な技術者の派遣や突

発事故は減少傾向にあります。 

   ネット熊本の取り組みは、施設の 寿命化によるライフサイクルコスト低減に加え、農業や農村地域の「防

災・減災」に繋がり、農家の「稼げる農業」の実現に大きく貢献しています。 

育む「農業用水」、繋がる「防災・減災」、 

叶える「稼げる農業」 

R2 

 水土里ネット熊本による日常のきめ細やかな施設の診断・管理指導、整備補修、点検

等の取り組みが令和 2 年 7 月豪雨災害時を含め、突発事故の発生を抑制 

 突発事故件数：0 件 
令和 2 年 7 月 
豪 雨 災 害 含 め 

R5 

Internal 
Training 

確かな技術を得るために 

4.水中ポンプの構造、故障時の対応についての講義 

近 

弛まない技術の研鑽 内部研修   2023/12/11-12 in Fukuoka 

3.水中ポンプの内部部品について② 

2.水中ポンプの内部部品について① 1.水中ポンプ部品分解 

補修補強及び更新 
が必要な施設 

(20 40 年未満) 
［114］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち水土里ネット熊本は、平成 28 年の熊本地震、そして令和 2 年

7 月豪雨災害という 2 度にわたる未曾有の大災害を経験しました。 

その教訓として、自然災害に対する備えを万全とするため、日々測量・

設計技術の研鑽並びに災害等における支援体制の強化を図っています。 

災害  備  防災重点農業用  池対策  支援 

7 

産 業 政 策 産 業 政 策 

あってはならない災害 
無くてはならない備え 

「熊本県ため池サポートセンター」には、ため池保全に関するスペシャリストが常駐しています。 

ため池管理者からの相談、日常点検の技術指導や現地パトロール、技術的な研修会などの啓発活動をワンストップで対応し、

突発事故、豪雨による決壊等、ため池に関するあらゆるリスクを未然に回避しています。 

1 ため池管理者への相談業務対応 
2 漏水量調査 
3 令和５年度農業用ため池の管理・保全研修会 

(上益城管内) 
4 勝俣農林水産副大臣（当時）へ熊本県ため池協 

議会役員による要請文手交 
 

■6 月 29 日 
被害状況調査（7 月上旬）  

■7 月 25 日 
 
■10 月 23 日 
 
■12 月 20 日 

 

令和 5 年梅雨前線豪雨により上益城地方を中心に被害が発生。 

全査定完了。（113 箇所 14 市町村）  
早期の災害復旧に向けて、引き続き実施設計業務を遂行中。 

被害箇所数及び被害額を迅速に把握するため、会全体で被害状況の
調査を実施。（2,084 箇所） 
本部 3 階に災害対策班を設置、技術職員 16 名を 4 班体制で配置し、 
円滑な災害査定を支援。 

本会が受託している市町村の査定が開始。 

 益城町の被災状況と対応  

1 

2 
 

3 
 

4 
 

4

改正土地改良法による 
「土地改良事業の工事の委託」への取り組み 

令和 4 年４月に施行された改正土地改良法では、

市町村、土地改良区等が緊急的な防災・減災対策や

小規模な基盤整備を機動的かつ円滑に実施できる

よう、土地改良事業団体連合会が会員から委託を受

けて土地改良事業の工事（工事代行業務）を行うこ

とができるようになりました。 

まだ多くの課題がありますが、本会では、会員の

負託に応えられるよう、この工事代行業務に係る情

報の収集・分析を行い、昨今の市町村や土地改良区

等の技術職員の減少に対応すると共に、更なる農

業・農村の発展に貢献して参ります。 
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農 

このことにより、災害発災直後の初動対応や関係機関との協力・要請、

そして円滑な災害査定を可能とし、計画的な災害査定完了を実現します。 

あってはならない災害ですが、水土里ネット熊本は、これまでも、そして

これからも、市町村や土地改良区にとって「無くてはならない災害の備え」 

として在り続けます。 
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水土里ネット熊本の役割 

期 待 

広がる 

令和 6 年能登半島地震 令和 5 年台風第 7 号 令和 5 年梅雨前線豪雨 令和 5 年梅雨前線豪雨 
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農業 農村 多面的機能 次世代 繋 地域 土地改良区 活動 支援 

『水』『土』『里』の美しさを 
次世代に繋ぐパートナーとして 

農業・農村が持つ多面的機能は、国土の保全、水源の涵養、自然環境

の保全、良好な景観の形成等、その発揮により県 に多くの恩恵をも

たらしています。 

しかし、農村地域の過疎化、高齢化、混住化等の進行に伴う集落機能

の低下に加え、近年の激甚化する豪雨災害等の影響により、地域の共

同活動に支えられている多面的機能に支障を来しつつあります。 

そのため、土地改良区と水土里ネット熊本は、県内各地で「田んぼの

学校」を始めとする様々な活動や「田んぼダム」の普及啓発を目的とし

た取り組みを展開し、将来を担う地域の どもたちや住 の農業・農

村に対する理解の醸成に努めています。 

また、水土里ネット熊本は、国、県並びに市町村、各地域の土地改良

区と連携しながら「熊本県多面的機能支払推進協議会」の事務局とし

て、県内の活動組織が適切に実施することができるよう、研修会等で

の指導・助言、各種会議での情報発信、制度に対する理解促進のための

広報活動など、幅広い取組みにより活動組織及び行政の支援を行って

います。 

水土里ネット熊本は、これからも、土地改良区の活動や多面的機能

支払の活動を支える地域のパートナーとして、地域の資産（たから）で

ある『水』、『土』、『里』の美しさを次世代へ継承して参ります。 

水土里ネット 
             熊 本 

多面的支払 
活動組織 土地改良区 

市町村 

地域資源 
保全管理 

農村環境 
保全･向上 

農業用施設 
機能増進 

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ 
維持・強化 

地域農業 
への貢献 

防災・減災 
災害復旧 

 『水』、『土』、『里』の継承   
全
国
の
模
範
と
な
る 

 
地
改
良
区
の
活
動 

 
全
国
 
 
 
ネ
 
ト 

会
 
賞 

へ
推
薦

県内各地で活動を展開 

指導力強化
助言

交付金交付 
助言・指導 

相談 

相談 助言 
指導 

企画
広報
ｽﾀｯﾌ

相談 
相談 

  

  県内の地域活動に対する水土里ネット熊本の支援状況   
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地 域 政 策 地 域 政 策 

10 

 

水土里ネット熊本の「導く」、「築く」、「拡げる」の幅広い取り組みが、人と人を引き寄せ、地域の資産

（たから）を次世代へ継承し、県内各地域における多面的機能の維持・発揮に大きく貢献しています。 

1 本会の職員が中間指導研修を実施。市町村が活動組織へ実 
施する事への助言・指導を実施 

2 目地補修等技術講習会を実施。構成員の補修及び防草シー 
ト設置技術力アップを目指す 

導 く 

1 

取
り
組
み
の
ね
ら
い 2 

制度理解促進 

指導力向上 

技術力向上 

事務研修 技術研修 
抽出検査 

新規役員研修会 
広域化推進勉強会 
 

築 く 

取
り
組
み
の
ね
ら
い 

1 

2 

地元事務局の 

課題解決 

理解促進 

事務負担軽減 

1 広域化推進の説明会に参加し、広域について質疑応答 
2 広域組織と活動組織が開催する勉強会へ参加。地域の事 

務局員に対して制度説明や疑問への回答を実施 

1 熊本県主催の「田んぼマイスター」講習会を開催 
2 田んぼダムのイベントを熊本県と連携し普及・啓 

発を実施（くまモン○×クイズ） 

拡 げ る 

取
り
組
み
の
ね
ら
い 

田んぼダムの 

取組推進 

防災・減災 

意識の向上 2 

1 

1 農業用施設を花々で彩る景観形成活動 

御船町（御船中央広域協定運営委員会） 

2 水路の目地詰め作業（小川町 技術講習会） 

3 景観に配慮した芝桜の植栽 

   錦町（錦町農地・水・環境保全広域協定運営委員会） 

   

１ 来賓祝辞（熊本県 蒲島郁夫 知事 ）２ 基調講演（講師：京都大学名誉教授・熊本大学客員教授 渡邉 紹裕 氏） 

３ 活動組織事例発表（錦町農地・水・環境保全管理協定運営委員会） 

九 
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緑の流域治水の

拡 大 に 向 け て

水 ･ 土 ･ 里 
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－災害の時こそ 

「多面の力」を活かす－ 

－農地を守り、 

次世代へ受け渡す－ 

１ 

2 

3 

１ 2 3 

多面的支払機能交付金事業 

農林水産省農地資源課 
荻野課  

熊本県むらづくり課 
宮部主幹 

熊本平野南部土地改良区 
久我事務局  

美里町土地改良区 
向山氏 

熊本県多面的機能支払推進協議会事務局  

令 

地域の活動紹介 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地改良区等に、複式簿記が円滑に定着するよう、水土里ネット熊
本は、土地改良区の相談に対応するため、農林水産省から認定を受け
た会計指導員が土地改良区へ順次訪問し、複式簿記の指導を実施して
います。 

また、土地改良区等において、
複式簿記への理解が深まること
で生じる疑問点や会計処理に対
する不安等を解消するため、複
式簿記に関する研修会の企画・
開催や複式簿記に係る巡回指
導、相談を専属で担う係（財務指
導係）を新たに創設しました。き
め細やかな支援を実施する体制
は万全です。 

食料の安定供給の基盤として必要不可欠な土地改良施設を管理

する県内各地の土地改良区。 

現在、その土地改良区は組合員の減少や高齢化、土地持ち非農家

の増加等により組織力の低下を招き、将来にわたる土地改良施設の

適切な維持管理や更新が危惧されています。 

また、土地改良区等は、複式簿

記移行後、初めての決算を迎えた

ことに伴い、より深い内容の支援

が必要となっています。 

水土里ネット熊本は、本会の会

計指導員や顧問弁護士・公認会計

士等と共に、複式簿記の導入によ

る財務基盤の強化をはじめ、紛争

処理等のための相談窓 

農業・農村を支えること 

それは土地改良区と寄り添い、共に歩むこと 

不 正 
防 止 

  複式簿記導入のねらい   

12 

広める 
支える 

11 

土地改良区 運営基盤 強化 県内及 全国 水土里    役割 ＰＲ  活動 
そ の 他 そ の 他 

口の設置、土地改良区の役職員等に向けた各種研修

会の企画・開催等を実施するなど、万全なフォロー

体制と豊富な支援メニューで土地改良区の運営基盤

の強化に努めています。 

また、様々な広報ツールやイベント、研修会等を

通じ、幅広い世代に対して土地改良区や農業・農村

に関する更なる認知度の向上、理解促進を図ってい

ます。 

水土里ネット熊本は、これからも土地改良 

区の皆様と寄り添い共に歩むことで、熊本県 

の農業・農村を支え続けていきます。 

土地改良区には、受益者等から様々な分野にわたる相談が数
多く持ち込まれます。 

水土里ネット熊本は、土地改良区の独自に解決できない問題
等について、本会の顧問弁護士・公認会計士等、幅広いネット
ワークを活用して早期の法的解決に導き、組織の運営基盤強化
を図ります。 

水土里ネット熊本は、ポスター、広報誌「大地」、ホームページ等を通じ、会員情報や本会の活動等に
ついて県内及び全国に幅広く水土里ネットの魅力を発信しています。 

川﨑税理士と臨む巡回指導の状況 

顧問弁護士との相談状況 

1 

4 

2 
 

 
教 育 

1   球磨川流域地域の小学生と保護者 50 名余りが参加した「森林の学校 in やつしろ」八代
市の農業や田んぼダムの仕組みについて学習。特に木工体験でゴム銃やオーナメント作
りなどが子どもたちを夢中にさせていた。 

2 3 県内の高校と連携して実施した田んぼハイスクールの開催。参加した高校生は、童心に
返り田植えや昔の農機具を用いた収穫など体験。 

4   水土里ネット熊本の近隣の小学校による「町たんけん学習」の一コマ。地域の職場体験
や、児童の将来の夢や目標について考える機会を与えることを目的。測量機械やドロー
ンなど子どもたちにとって珍しいものばかりで興奮が冷めやらない様子。 

3 
 

研修会の状況 

「未來へつなごう！ふるさとの水土里子ども絵画展2023」 
入賞作品「おばあちゃんと作ったじゃがいも」 

熊本市立   小学校 3 年生 
 

水土里ネット熊本のホームページリニューアル 

広報誌 

「大地」 
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「くまもと水土里ネット女性の会」は、 

平成 30 年度に発足し、女性の会は県内土地改良区、熊本県、連合会総勢 91 名 

が会員となり活動している。令和 5 年 8 月 24 日に山鹿市で営農支援（ぶどう狩り）を実施。また、 

9 月 27   28 日には秋田県鹿角市で開催された「水土里ネット男女共同参画推進大会」に参加した。11 月 3 日には参加者 200 名を超える

「水土里マルシェ」を開催。会場では水土里ネットの役割や田んぼダム啓発、県内農産物の販売など PR を実施スタッフには笑顔が溢れ終始

賑わいを見せていた。 

 会章  NEW SYMBOL ・ 
 

    
 

・ 
 

－コンセプト－ 

将来明るい熊本を見守る団体として、本会職員が、そこで働く人を太陽に
見立て、水、農地、を整備し包み込むようなシンボルとしています。 

  


